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ス ポ ー ツ推 薦 入 学 生 ク ラ ス に お け る ア ク シ ョ ン ・リサ ー チ

一授業改善による学習姿勢 の変化一

牧 野 眞 貴

要旨 近年、大学入試制度の変容により、英語嫌いの学生が、英語を勉強せずに入学することが可能になって

きた。英語への苦手意識をあらわにする学生を強制的に授業に参加させることは、教師 ・学生双方にとって苦

痛であり、学生の英語嫌いを助長することになる。本研究では、英語が苦手な学生を対象としてアクション・

リサーチを行い、教師が授業を振り返り、学生の英語力やクラスの特性に合うよう指導法を見直すことによっ

て、学生の学習姿勢を改善することを目的とした。まず授業における問題点を整理 し、指導の過程で学生が自

ら授業に参加したいと思うような工夫を凝らし、動機づけを高める励ましのフィー ドバックを与えた。結果、

学生の学習姿勢が大きく改善し、自ら進んで課題に取り組むようになった。アクション・リサーチは、授業の

質を高めることを目指す教師にとって非常に有効な研究手法であり、教師と学生の信頼関係構築にも大きく貢

献する手段であると言える。

キ ー ワー ド ア ク シ ョン ・ リサ ー チ 、 教 師 、 授 業 、 内 省 、 学 習 姿 勢

Action Research to Promote a Positive Learning Attitude:

A Case Study of a Sports-Recommended Sophomore Class

Masaki Makino

Abstract In recent years, a change in university entrance system has allowed students who do not like 

English and have not studied it to enroll at universities. At university, however, students are forced to 

take English classes, which are a burden on both teachers and students, and which increase students' 

loathing for the English language. This study was undertaken to promote a positive learning attitude in 

sports-recommended students reluctant to learn English. The author modified the lesson plans to meet 

students' English abilities and characteristic profiles through an action research. She considered the 

problems confronting the students and then came up with various ideas and solutions, and further provided 

encouragement to motivate students. As a result, students participated enthusiastically and demonstrated 

a positive attitude toward English learning. Action research was shown to be an effective method for the 

teachers who are attempting to raise the quality of learning in a class, and it also contributes to creating 

a strong relationship between teachers and students.
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1.は じめ に

スポーツ推薦入試制度で入学 した学生 たちは、入学試験 に英語 を必要 と しな いため、概

して英語が苦手で ある。 中学初期 レベルで英語力が止 まって しまったとい う学生 も少 な く

ない。 そのよ うな学生が集 ま りクラスを編成す る場合、授業 の開始 とと もに英語 に嫌悪感

を示す、 わか らないので私語 をす る、 とい ったことに加えて練習での疲れを見せ るな ど、

一・般生 のクラスと雰囲気が大 き く異 なる
。牧野(2010a)で は、 その ような学生 たちを対

象 にアクティ ビテ ィを取 り入れ た授業を行 い、結果 と して学生 は 「英語が苦手」か ら 「英

語が好 き」 にな った。2010年 度前期 コ ミュニケー シ ョン ・イ ング リッシュ ・SPORTS1も

前年度 と同 じ授業法で臨ん だが、学生の学習態度が大 き く違 う上 に、 クラス内の人間関係

が二分化 し対立傾 向にあったため、全員で一つ になって アクテ ィビテ ィに取 り組 むことが

困難 であ った。新学期早 々に授業法 を見直す ため、 アクシ ョン ・リサ ーチを行 い、授業の

改善 を図 った。 その 中で最 も力 を注 いだ のは、学生の学習意欲を 向上 させ る取 り組みで あ

り、 「強制 されて授業 を受 け る」 か ら 「自ら授 業 に参加 したい」 と学習姿勢 が変化 す るこ

とを 目指 した。

2.学 習意欲 につ いて

多 くの教師が抱え る課題 は 「学生 の学習意欲 をどの ように向上 させ るか」で はないで あ

ろ うか。英語が苦手 な学生 は、授業 に対す る意欲が低 いことが多 く、「英語がわか らな い」

とい った不安が よ り一層意欲 を低下 させ るで あろ う。 そのような学生 の学習意欲 を向上 さ

せ るためには、教材、授業法 など様 々な工夫が必要で あるが、 まず は教師の働 きか けが重

要で はないか。佐野(2005)は 、学習意欲 向上 には、個 々の生徒理解が重要 と し、生徒の

提 出物 に 目を通 し、励 ま しのフ ィー ドバ ックを与えれ ば、生徒 は教師が 自分 を認 めて くれ

た と感 じ、親近感 を持つ よ うになると して いる。小野瀬(2004)は 、 自分が まわ りの友達

や教師、父母か ら認 め られ、受 け入れ られ たと感 じる 「他者受容感」が生徒の意欲を 向上

させ る として お り、教師 と学生 の信頼関係構築が重要 となる。

また、学習意欲の向上 には学生 に 「自信 を持 たせ る」ことも必要 ではないか。都築(2004)

は教師が生徒 に自信 を持 たせ るアプローチ として、1)誰 もが あるが ままの 自分 を受 け入

れ、 自信 を持つ こ とがで きるとい う信念 を生徒 に伝え ること、2)他 のクラスメー トと比

較 しなが ら 「相対評価」で生徒 を見 るので はな く、 いわ ば 「絶対評価」で各人の長所や強

みを見 出 し、本人 にフ ィー ドバ ックす るこ と、3)成 績 などの限 られ た基準で生徒を見 る

ので はな く、多面的 な基準 を用 いて生徒 を把握す ること、4)気 持 ちのこ もった褒 め言葉

をか け ること、5)「 ほめ る」 よ りむ しろ 「聞 く」 ことによって、 教師 が生徒 を受 容 して

いるこ とが伝わ る場合 も多 い、 を挙 げて いる。 このよ うな自信を持 たせ る教師の働 きか け

も、教師 と学生 の関係 を構築す る もので あ り、学習意欲 を向上 させ ると言え よ う。
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3.ア クシ ョン ・リサー チとは

アク ション ・リサ ーチ(AR)と は教員がresearcherの 役割を あわせ もち、計画一実行

一 内省 というプロセ スを経て
、授業改善 を 目指す質的研究手法で教授力 を高 める手段で あ

る(三 上、2006)。 授業で何 か問題 に気づ いた ら、 実 態の把握 と原因の究明 に努め、 対策

を講 じて実践 し、 結果 を検 証 して解決 を 目指す ものであ り(佐 野 、2005)、 その プロセ ス

は以下 のとお りで ある。

1)問 題 の発見:直 面 して いる事態か ら扱 う問題 を発見す る。

2)事 前調査:選 ん だ問題点 に関す る実態 を調査す る。

3)リ サーチ ・クエ スチ ョンの設定:調 査結果か ら研究を方向づ ける。

4)仮 説 の設定:方 向性 に沿 って、具体的 な問題解決 の対策を立て る。

5)計 画 の実践:対 策 を実践 し、経過 を記録す る。

6)結 果 の検証:対 策 の効果 を検証 し、必要な ら対策 を変更す る。

7)報 告:実 践 を振 り返 り、一応 の結論 を出 して報告す る。(佐 野2005、p.6)

三上(2006)は 授業の 内省 を、教師が学習者の タイプや レベル、ニ ーズな どの学習者要

因 と基礎 となる理念や原則 を考慮 して、授業 を計画 ・実施 し、 その後 その結果を観察 ・分

析 し、問題点 を明 らか に し、改善 を加 えて い くという一 連の プロセスの核 となる活動 とし、

リフ レクシ ョンを通 じて、教師 の行動の根底 にある信念 を自覚 させ ることが教師 の専門的

成長 に不可欠で あると述べて いる。

4.AR先 行研究

近年ARは 授業力 向上 を 目指す教員か ら注 目を浴 びて いる研究手法で、 自分の授業 を振

り返 る といった客観性が、指導力向上 につなが って いる。関 田(2003)はARに よ り教師

と生徒間、 および生徒 同士の イ ンタラクシ ョンの変化を分析 したが、教師が生徒 のあ りの

ままの姿 を評価 し、両者が抱 える問題を解消す ることで、 よ り質 の高 い授業や学習が可能

にな ったと して いる。また、教師、生徒両者が問題解決 に協力 して取 り組む ことによって、

人 と人 のきずなが形成で きると も述べて いる。上 田 ら(2006)は 、最下位 クラスの英語嫌

いの学生 たちの視点 を変え させ る 目的でARを 行 い、結果学生 たちの 内発的動機づ けが高

ま り、70%弱 が入学前 に比べ て英語授業 に対 して肯定的 イメージを持つ よ うにな り、 プ レ

イスメ ン ト・テス トの結果 も文法力 を中心 に上昇す るとい う結果 を得 た。Lafaye(2007)

は、英作文 クラスにおいてARを 行 い、作文能力 を向上 させ ただ けで はな く、従来の作文

指導法 よ りも学生の意欲 を向上 させ ることがで きたと して いる。津 田(2007)は 、ARの

導入 によ り、学生の一般的な英語能力、 および作文能力 を向上 させ る試みを行 い、 その課
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題で あ った50語 作文 に多 くの学生が興味 を持 ち刺激 を受 けたと し、ARに よる予期せぬ収

穫 として、学生が書 く作文 によ り学生が何 を考えて いるか、何 に興味 を持 って いるか を知

ることが できたこ とを挙 げて いる。 そ してAR手 法 を他 の授業 に も応用可能 と し、 フ ァカ

ル テ ィー ・デ ィベ ロ ップメ ン トの一つの方法 と して有効 だと して いる。 田中(2007)は 、

英語力 の格差の大 きいクラスにおいて4技 能 を伸 ばす 目的でARを 行 い、それぞれの レベ

ルで効果 を上 げた。牧野(2010b)は 、 リスニ ングに苦手意識 を持 つ学生 を対象 にARを

行 い、洋楽 を リスニ ング活動 のウ ォー ミング ・ア ップとす ることで、学生の リスニ ングに

対す る意識 を変化 させ た。

これ ら全ての先行研究で は、教師 の授業 リフ レクシ ョンが学生 の学習意欲や、授業への

興味 を高 め、ARが 非常 に効果的な研究手法で あると して いる。 以下 はその1例 で ある。

最新 の理論を実践 して、よ りよい教育 を行 うとい うことは大切 なことで ある。しか し、

理論 と実践 は教育の現場 ではギ ャップが あること も見受 け られ る。 その ため、ARは

良識 のある教 師に とって、 今 後 ます ます重要性 を増 して くると思 われ る。 特 に、 「役

に立 たない」 と常 に批判 にさ らされて きた 日本の学校で の英語教育 は、ARを 実践 し

てい くことによって、変 わって いけるので はないか と考えて いる。最近、大学生 の英

語力が どん どん低下 して いるとい う声 を聞 くが、 それだか らこそ、学生 と一緒 にな っ

て授業 を作 り上 げて、 この授業 は有益で あった と学生 に言 われる ものに したい。AR

はそのための重要な要素 である。(田 中2007、p.112)

ARは 、理想的な授業や教育環境が全て整った形でどこか別の場所に存在すると考える

のではなく、教師自身が問題意識を高 く持 って自分の授業実践を観察 ・分析 し、それに繰

り返 し改善を加えてい くことによって、理想的な授業を次第 に作 り上 げてい く(三 上、

2000)。 つまり、授業がうま くいかない理 由を学生に転嫁するものではな く、教師が学生

を変えようと努力することであり、教師と学生の人間関係構築につながる研究手法である。

5.本 研究の 目的

本研究 ではスポーツ推薦入学生 クラス(コ ミュニ ケー シ ョン ・イ ング リッシュ ・Sports

l)に おいて アクシ ョン ・リサーチを行 い、授業改善や教師 の働 きか けによ り、学生が積

極的 に授業参加す るよ う学習姿勢を変化 させ ることを 目的 とす る。

6.ア ク シ ョン ・リサ ー チ実 践

6.1ア ク シ ョン ・リサ ー チ対 象 授 業

今 回 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン ・イ ング リ ッシ ュ ・Sports1(CES1)に お いて ア ク シ ョ ン ・
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リサ ーチを行 った。 この授業 は、 スポー ツ推薦入試制度で入学 した学生 に、競技生活 と学

業生活 の両立を実現 し、かつ卒業後 に有益な知識がつ くよ う設 け られ たスポーツ副専攻 と

い う特別 プログラムの一 つであ り、2年 生 の選択必修科 目である。学生 たちは これ以外 に、

英語教養科 目3科 目履修 して お り、合わせて週 に4時 間英語 を学ぶ ことにな る。

① 授業概要 ・方法等

この授業で は、外国で のコ ミュニ ケー シ ョンをテーマ と し、 アクテ ィビティを 中心 に英

語 に慣れ、英語で 自己表現す るスキルを身 につ ける。 また、 さまざまな場面での実践練習

も取 り入れ、英語表現 だけで はな く、外国で のマナーや文化 につ いて も学ぶ。

② 学習 ・教育 目標 および到達 目標

・海外 に遠征 した時 に外国 の選手 たち と簡単 な会話がで きるよ うにな る。

・英語 に合 わせ たジ ェスチ ャーや感情表現がで きるよ うにな る。

・外国での マナーや、異文化知識を身 につ ける。

6.2問 題の発見

2010年 度前期CES1ク ラスでは、 開講早 々学生 の授業態度 に驚 いた。筆者が前で話 を し

て いて も、大 きな声で私語 をす る、ふ ざけあ う、 中には小学生の よ うにお互 いを たたき合

うとい った光景が見 られ、騒 ぎを収 めるのに筆者が声を荒 げる場面 もあった。 また、授業

中平気 で居 眠 りをす る学生 も少 な くはな く、 注意をす る と、 「寝 てはいけないのか」 と聞

き返 され、筆者 の指導が厳 しいと反論 され た。授業で は、前年度 と同 じくアクテ ィビテ ィ

を取 り入れたスポーツ学生 らしい活発な取 り組 みを試みたが、騒 ぎが よ り一層大 き くな り、

収集がつか な くな った上 に、2分 化 して いたクラスが、 グル ープ間で競 うことで その対立

が よ り深 くなる結果 とな った。授業 を進 める中で一番の問題点 は、大半の学生が 「英語が

わか らない」を 口に し、授業 に真剣 に取 り組 めな いことを訴え たこ とで あった。

このよ うな状況で は、学生 を授業 に集 中させ ることは困難で あると判断 し、佐野(2005)

のARプ ロセスに基づ いて、学生の学習姿勢 を改善す るためのアクシ ョン ・リサ ーチを行

うことに した。

6.3事 前調査

まず、学生 にア ンケー ト調査 を実施 し、英語 に対す る苦手意識や英語力を把握 した(表

1、2)。 これ らよ り、 学生 の多 くは圧倒 的に英語 が苦手 であ るが、 英 語 に対 して はそれ

ほ ど嫌悪感 を持 って いな いことがわか った。
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表1英 語力自己評価(n=24) % 表2英 語に対する意識(n=24)%

得意

どちらかといえば得意

どちらでもない

どちらかといえば苦手

苦手

0.0

8.3

16.7

33.3

41.7

好き

どちらかといえば好き

どちらでもない

どちらかといえば嫌い

嫌い

4。2

12。5

54.2

12。5

16.7

6.4リ サ ーチ ・クエスチ ョン

授業改善 に向 け、問題 を整理 し、 リサ ーチ ・クエ スチ ョンを以下の4つ に設定 した。

1.教 師に強要 され る授業ではな く、彼 らが 自発的に取 り組 める授業は どのような ものか。

2.授 業 中静か にさせ るためには、集 中で きる活動が必要で はな いか。

3.自 分 に もできると思え るよ うな内容 に取 り組 ませ るべ きで はないか。

4.教 師が励 ます ことで、学習意欲が 向上す るので はないか。

6.5仮 説の設定

図1は ドルニ ェイの動機づけを高める指導実践モデルである。動機づけの基礎的な環境

の創造、学習開始時期の動機づけの喚起、動機づけの意義と保護、肯定的な追観自己評価

の促進の4つ のカテゴリーそれぞれに具体的な提案がなされている。これ ら全ては筆者が

直面 している問題 に効果を奏す ると考え られるので,授 業改善のモデルとし、前述の リ

サーチ ・クエスチョンを踏まえ、以下の仮説を設定 した。

仮説1

仮説2

仮説3

仮説4

教科書を理解するためのプリントを教師が作成すれば、授業内容が理解できる

のでまじめにそれに取 り組むだろう。

辞書で単語の意味を毎週調べさせ、授業最後にテス トをすることで、授業中に

単語を覚え、やればできるという達成感を味わ うだろう。

毎週英語を発表する機会を設ければ、授業内にしっか り練習 し、発表を繰 り返

すことで、英語を話すことに自信がつ くだろう。

毎週プリントを回収 し、教師が添削 してコメントを付けて返却することによっ

て、 教師の励ましに刺激され、学習意欲が向上するだろう。
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動機づけの基礎的な環境の創造

・教師が適切な行動をとる。

・教室内に楽 しい、指示的な雰囲気を醸成する。

・適切な集団規範を持 った、結束的学習集団を育てる。

＼
肯定的な追観自己評価の促進

・動機づけを高めるよ うな追観 を促進す る。

・動機づけを高めるよ うなフィー ドバ ックを与え

る。

・学習者の満足感 を高める。

・動機づけを高めるような報酬 を与え、成績評価

をする。

学習開始時期の動機づけの喚起

・L2に 関する好ましい価値観 と態度を強化す る。

・学習の成功への期待感を高める。

・目標志向性を強化する。

・教材を学習者に とって関連の深い物にする。

・現実的な学習者信念を育てる。

動機づけの意義と保護

・学習をワクワクして楽 しいものにす る。

・動機づけを高めるようにタスクを指示する
。

・具体的な学習 目標を設定する。

・学習者の自尊感情を大切に し、自信を高める。

・肯定的な社会的心象を維持させる。

・学習者 自律性を育む
。

・自己動機づけス トラテジーを推奨す る。

・仲間同士の協力を推奨す る。

/

図1動 機 づ け を高 め る指 導 実 践(ド ル ニ ェイ2005、p.32)

6.6計 画の実践 と学生の反応

まず、教科書 を理解 させ るための プ リン トを作成 し、 それ に従 って授業を進 めた。 プ リ

ン トの一番上 には、 そのユニ ッ トに出て くる単語 の一覧 を掲載 し、 その意味 を辞書で調べ

ることか ら始 めさせ た。辞書 を持 って来 なけれ ば減点、3回 辞書 を忘れ た時点で授業後 に

面談す るとい うル ール を決 め,実 際 に面談 を行 うと、 それ まで 「辞書 を持 って いない」を

理 由に持参 しなか った学生 も、辞書 を持参 し、授業で活用す るようになった。単語 は毎週

授業最後 にテス トを行 うため、授業で しっか り覚え るとい う学習習慣が身 に付 いた。

教科書 は海外旅行が テーマにな ってお り、毎週 その中のスキ ッ トを グループで暗記 させ、
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クラスメー トの前で発表 させ た。英語で発表す るためには正 しい音で発音 しな けれ ばな ら

ず、 そのため単語の読み方 につ いて積極的 に質問が 出た。 また、暗記す ることに学生 は一

生懸命 にな り、ふ ざけた り私語 をす る回数が著 しく減少 した。

グル ープの対立 を避 けるため、 クラス全体で はな く、仲間 同士で アクテ ィビティを行わ

せ るこ とを試み た。 また、 プ リン トの問題 も同 じグルー プで教え合 うといった共 同学習を

行 うこ とで、効率 よ く取 り組 むことがで きた。

プ リン トは毎週回収 し、筆者が全て に 目を通 した。 そ して、週 ご とに色を変え たカラー

ペ ンで大 き く○ をつ け、様 々な種類 のスタ ンプを押 し、特 にがん ば って いると思え る内容

には、 スペ シ ャル マークをつ けた。 また、全ての学生 に励 ま しや褒 めのコメ ン トを書 いて

返却 した。学生 は教師が プ リン トに目を通す ため、丁寧 にプ リン トを仕上 げ、全ての問題

に解答す るよ うにな り、 日を追 うごとに熱心 に取 り組む よ うにな った。 また カラーペ ンの

色や スタ ンプに興味 を持 ち、教師の コメ ン トも楽 しみ に して、 プ リン トの返却を まだか と

待つ よ うにな った。返却 され ると、す ぐにスペ シ ャルマ ークが書かれて いるかを確認す る

こ とか ら、毎週 その マークが もらえ ること、つ ま り筆者が学生の取 り組みを評価す ること

を期待 してプ リン トに取 り組んで いることが伺え た。

授業で は、 自発的 に手 を挙 げて発言す る回数が多 くな り、教師 に自分 を認 めて もらいた

い とい う学生の 「他者受容感」が強 く感 じられ た。

6.7結 果お よび仮説の検証

アクシ ョン ・リサ ーチの結果 を検証す るため、最終授業で学生 にア ンケー トを実施 した

(表3、 図2・3)。 この結果 を もとに仮説の検証 を行 う。

表3授 業 につ いて の ア ン ケ ー ト(n=24) %

はい いいえ どちらでもない

①教科書を理解するためのプリントはわか りやすかった

②教科書を理解するためのプリントにまじめに取 り組めた

③毎週授業最後に行う単語テス トはやればできるという達成感を

味わえた

④グループで英語を覚えて発表することを繰 り返すことで、英語

を話すことに自信がついた

⑤プリントに教師が花マルやコメン トを書 くことで、教師に励ま

されやる気が出た

⑥教師はスポーツ生を理解 していると思う

95.8

95.8

75.0

29.2

75.0

95.8

0.0

0.0

4.2

33.3

4.2

0.0

4.2

4.2

20.8

37.5

20.8

4.2

質 問①、②の結果 よ り、学生 たちは筆者の作 ったプ リン トによ り、授業を理解 し、 それ

にま じめに取 り組ん だことが伺え る。 これ によ り仮説1は 実証 され た。質問③の結果 を見

る と、単語 テス トによ り達成感 を味わ った学生 は75%で あるが,達 成感 を味わわ なか った
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のはわずか4.2%で あ り、仮説2を 否定す ることはで きな い。質 問④ の結果 よ り、毎週英語

を発表す ることを繰 り返 し行 って も、約70%の 学生 は英語を話す こ とに自信 を持 って はお

らず、仮説3は 実証 され なか った。質問⑤、⑥ よ り、教師の褒 めや スポーツ学生への理解

が学生 の学習意欲 を向上 させ たことが伺え、仮説4に つ いて も実証 され たと言え よ う。

図2、3は4月 と7月 に行 ったア ンケ ー ト結果 の比較で ある。授業改善をす ることによ

り、学生 の英語苦手意識が軽減 され、英語 に興味 を持 ちだ したことが伺え る。 また、質問

⑦ として、授業 の楽 しさを聞 いた ところ、91%の 学生 が この授業が楽 しか った として お り、

楽 しくなか ったは0で あった。

革語力 白己評価 英語に対する意識

■7月 ■4月

苦手

とちらかといえは苦手

とちらでもない

とちらかといえは得意

得意

嫌い

どちらかといえば嫌い

とちらでもない

とちらかといえば好き

好き

図2 図3

自由記述項 目で は 「この授業で大変だ ったこ と」 に対 して30%の 学生が 「英語 を覚えて

発表す ること」 と し、 その理 由を 「英語が苦手な のでなかなか覚え られなか った」を挙 げ

て いた。 「この授 業で良 か った こと」 に対 しては約60%が 「楽 し く英語 を学 べた」 ことを

挙 げ、それ以外 にも 「わか りやすか った」、「仲 間 と一緒 にできた」といった意見が あった。

「この授業 で改善すべ き ところ」 について は、90%以 上が 「な し」 と答 え、 改善 すべ きと

した10%の 意見 につ いて は、授業 内容 には関係の ない もので あ った。

ここで学生の授業 の感想 を以下 にまとめる。

・英語 の歌を聞 いた り、絵 を描 いた り、今 まで受 けたことのな い英語の授業で、英語 は

嫌 いだが、授業 は楽 しか った。

・英語が苦手で も、絵や ゲームな どで わか りやす く説明 して くれ るのが良か った。

・グル ープで授業 を進 めることが多か ったので、仲間 との絆が深 まって良か った。

・授業が堅苦 しくな く、楽 しみなが ら受講で きた。

・楽 しい授業で 「大学 だ」 と実感 した。
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・暖か い雰囲気の授業 だ った。

・授業 はわか りやす く楽 しか った。

・英語 を しっか り勉強 しよ うと思 うことがで き、英語力が上が ったと思 う。

・英語が好 きにな った。先生 あ りが と う。

・来年 もCommunicationEnglishSports2を 受講 す る。

・英語が嫌 いで全 くわか らないが、 この授業 はや りきれ たと思 う。

・先生が スポーツ生 を理解 して くれて いて良か った。

・うるさ くして叱 られ たことが あるが、 そのおか げで授業 に集 中で きるようにな った。

・厳 しく注意 され ること もあったが、楽 しか った。

・とにか く楽 しか った。

筆者の授業観察では、回数を重ねるごとに、「次 は何をするのか」 といった学生の期待

感の高まりが感 じられた。開講当初は学生を何 とか授業に参加させようと、強制的な働き

かけを行 ったが、授業改善により、学生が自発的に筆者に指示を仰 ぐという積極的な姿勢

が見えるようになった。また、授業が半期で終了することについては非常に残念であると

いう声が多 く聞かれ、教師 と学生の間に信頼関係が構築されたことを実感 した。

7.考 察

ARを 行 い、授業 を内省 し指導法 を見直す こ とで、学生の学習姿勢 を大 き く改善す るこ

とが できた。 授業 が分 か りやす くな った こ とで、 「自分 に もでき る」 を実 感 し、 その 日の

課題 に しっか り取 り組む よ うにな り、 また、動機づ けを高 めるフ ィー ドバ ックを教師が十

分与 えたことによ り他者受容感が得 られ、学習意欲 向上 とと もに、教師への信頼感が増 し

た と言 える。 しか し、 「英語 を話す」 ことにおいて、 根強 い苦手意識 は容 易 に払拭す るこ

とが できず、今後の課題 と して検討 して行か なけれ ばな らな い。

三上(2010)は 教師の授業 に対す る内省 を以下 のよ うに述べて いる。

どの教員 も、授業時間、学習者、教材な どの様 々な要素 を考慮 し、実施可能で最 も効

果的 であると考え られ る活動を積極的 に取 り入れなが ら、 日常の授業を計画実践 して

いるで しょう。 しか し、 そう した活動 を取 り入れ ることによって、本当 に期待通 りの

成果が得 られて いるのか と自分 に問 いただ してみ ると、 その回答 に詰 まって しまうこ

と も多 いので はないで しょうか。例え ば、 日常、何 の疑問 も持 たず に行 って いる指導

手順 というのは、実 は過去 に自分が受 けた授業 の指導手順 と変わ らなか った り、また、

自分が好む学習方法 を生徒 に一方的 に押 し付 けることにな って いた りして はいな いで

しょうか。 それか ら、生徒 の意見や考え を無視 して いるわ けで はないと して も、 それ
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らを十分 に把握 し、 日常 の授業 の中に どれ だけ反映 させ ることがで きて いるで しょう

か。 自分の授業 を振 り返 ってみ ると、 それ まで気づかなか った多 くの ことを発見す る

こ とがで きますが、実 は教員 にと って、 自分 の授業 の現状や効果 を しっか り見つ め直

す ことは、簡単 なよ うで とて も難 しいことの ようです。(p.8)

確か に、開講 当初 は昨年 と同 じように授業 を進 めることが、学生 にとって最 も良 い方法

で ある と一方的 に考えて いた。津 田(2007)の 言 うよ うに、ARの 方法 を採用す ることに

よ り、 自分 の授業 をよ り客観的 に把握 し、授業 をよ り興味深 く、個 々の学生 に応 じた指導

を工夫す ることがで きた。 この授業 の準備、 プ リン トの添削、 コメ ン ト記入な どは、他の

授業 とは比較で きぬ ほ ど時間 を要 したが、 それ に比例す るだ け熱意 を もって学生 に向 き合

い、学生か ら学ぶ こと も多か った。半期で はあ ったが、 わか りやす く一・生懸命取 り組 めた

授業 によ り、学生が意欲 だけでな く、英語力 も向上 させ たと信 じて いる。今後 も、 スポー

ツ推薦入学生の積極的な学習姿勢構築 と英語力 向上の ため、授業 を内省 しなが らよ り効果

的 な指導 を行 って いきたい。

付 記

本稿は2010年 度 日本 リメディアル教育学会第6回 全国大会における口頭発表に基づき、

加筆 ・修正 した論考である。
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